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３ 研究のまとめ 

 
(1) 研究の成果 

今回の授業実践では、音楽の特徴を捉えて音楽を聴き味わうことができるように、視覚と聴覚

を関わらせながら音楽を知覚・感受する場面を小・中学校で共通して設定しました。具体的には、

児童生徒が聴き取り感じ取ったことをより深められるように、楽曲の構造が分かるような板書の

工夫をしたり楽譜で音楽の特徴を視覚的に確かめたりしました。その結果、旋律の特徴や楽曲の

構造についてより深く理解し、知覚・感受する児童生徒が増えました。特に、小学校では「反復」

「変化」、中学校では「形式」「構成」「テクスチュア」など、音楽の前後関係や音楽全体を踏まえ

て音楽を捉えることができるようになってきました。 

また、様々な形態での交流活動を設定しました。ペアやグループなど学習活動に応じた交流活

動を仕組むことで、自分の考えを深めたり多様な考えに触れたりし、音楽を聴き味わうことにつ

なげることができました。 

事前調査の結果、児童生徒の多くが〔共通事項〕の用語を知らなかったり、知っていても誤っ

た意味で捉えていたりしていることが分かりました。〔共通事項〕の用語の意味を正しく認識でき

るようになったことで、それらの言葉を正しく使って知覚したことを言葉などで表現する児童生

徒が増えました。 

 

(2) 研究の課題 
「音楽を聴いて感じたことや思ったことを書くこと」と「友達に話すこと」については、そのよ

さや楽しさを実感させるところまでには至りませんでした。よさや価値を見出すためには、継続

的な交流の場の設定をする必要があります。交流活動で自分の考えが認められ深まったという経

験を積み重ねることによって、交流活動のよさを実感できる児童生徒の育成につながると考えま

す。 
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